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一
般
会
計 

▼
歳　

入

　

市
税
は
、　

億
８
千　

万
円
で
、
前
年
度
比
１
・

２５５

１４０

４
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
法
人
市
民
税
、
固
定

資
産
税
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
は
、　

億
４
千　

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

７７

４５０

　

・
３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
、
平
成
７
年
度
、

１３６８
年
度
の
減
税
補
て
ん
債
借
り
換
え
分
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
３
千
万
円
で
、
前
年
度
比　

・
９６

７
％
の
減
で
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
、
特
別
地
方

交
付
税
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
交
付
税

制
度
改
正
に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
を　

億
円
と
前

１９

年
度
よ
り
３
億
８
千
万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

交
付
金
関
係
で
は
、
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲

渡
所
得
割
交
付
金
が
新
た
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、合
わ
せ
て
８
千
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
・
都
支
出
金
は
、
合
わ
せ
て
３
億
６
千　

万
７７２

１
千
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
歳　

出

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
遂
行
型
予
算

を
基
調
と
し
て
、「
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
基
本

理
念
を
堅
持
し
、
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
に
よ
り
予
算
額
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
給
料
の
２
％
カ
ッ
ト
、
経
常
経

費
の
５
％
カ
ッ
ト
な
ど
、
内
部
努
力
を
図
り
、
歳
出

を
抑
え
、
歳
入
と
の
均
衡
を
図
っ
た
た
め
、
減
税
補

て
ん
債
の
借
り
換
え
を
除
く
と
、
前
年
度
予
算
額
よ

り「
や
や
少
な
い
」マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
新
た
に
事
業
部
予

算
配
分
方
式
を
モ
デ
ル
実
施
し
、
予
算
の
有
効
配
分

を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
予
算
の
特
徴
は
、
緊
急
課
題
対
策
と

１６

し
て
、『
①
健
康
施
策
、
②
子
育
て
子
育
ち
を
支
援
す

る
施
策
、
③
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業
及
び
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
施
策
』
に
つ
い
て
重
点
配
分
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、（
仮
称
）
新

町
、落
川
交
流
セ
ン
タ
ー
、（
仮
称
）み
な
み
だ
い
ら
児

童
館
な
ど
の
複
合
施
設
の
整
備
、
京
王
線
高
幡
不
動

駅
舎
橋
上
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
・
学
校
安
全
対
策
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
小

学
校
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
福
祉
の
分
野
で
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

育
て
、
健
康
づ
く
り
の
各
計
画
を
結
ぶ
横
断
的
な
総

合
計
画
と
し
て
、
地
域
福
祉
計
画
（
と
も
に
支
え
あ

う
ま
ち
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
総
合
的
有
機
的
に
地

域
福
祉
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
分
野
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
を
一

体
化
し
て
の
、
幼
児
期
の
学
び
の
保
障
・
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
雇
用
機
会
の
拡
充
と
促
進
の
た

め
、
若
年
雇
用
支
援
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成　

年
度
の
市
制　

周
年
、　

年

１５

４０

１６

度
の
「
日
野
宿
」
開
設　

年
と
い
う
節
目
が
「
新
選

４００

組
ブ
ー
ム
」の
到
来
と
重
な
る
こ
と
を
好
機
と
し
て
、

市
の
活
性
化
事
業
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

そ
の
他
、
日
野
駅
周
辺
整
備
・
一
番
橋
通
り
（
都

市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
）
な
ど
の
ま
ち
づ
く

１４

り
、「
日
野
い
い
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」（
第
４
次
日
野

市
基
本
構
想
・
基
本
計
画
）、
土
地
開
発
公
社
経
営
健

全
化
な
ど
も
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 
特
別
会
計 

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
が　

億
８
千
万
円
、
老

１１

人
保
健
特
別
会
計
が
５
億
７
千
万
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
が
３
億
２
千
万
円
な
ど
、
主
に
加
入
者
及
び

医
療
費
の
増
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
３
億
９
千

万
円
、
病
院
事
業
特
別
会
計
が
１
億
７
千
万
円
な
ど

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
市
政
運
営
の
基
本
及
び
平
成　

年
度
予
算

１６

の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
時
代
が
続
き
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と

「
と
も
に 
創 
り
あ
げ
る
ま
ち
」
の
原
点
を
忘
れ
る
こ

つ
く

と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
り
つ
つ
、
山
積
す

る
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て『
お
も
て
な
し
の
心
』

を
合
言
葉
に
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
誇
り
を
も
っ

て
「
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
日
野
」
を
語
れ
る
よ
う
、

努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

市
議
会
議
員
各
位
な
ら
び
に
す
べ
て
の
市
民
の
皆

様
に
、
重
ね
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
平
成　

年
度
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１６

１　参画と協働のまちづくり

①　「日野いいプラン２０１０」に基づく
事業を引き続き推進
②　電子自治体に向けて電算化総合
計画を推進。その一環として電子自
治体共同運営や税総合システム、福
祉関係システムの改善等を行い、更
なる市民サービスの向上を図る
③　NPO（市民活動団体を含む）法
人等への積極的支援を促進

④　土地開発公社の経営健全化を進
め、市として必要な土地を取得し、
不要不急の公有地・市有地の有効活
用と処分を推進
⑤　行政評価システムの第一歩とし
て事務事業評価を試行

２　日野人・日野文化を育てるま
ちづくり

①　小・中学校の校舎等の整備を年
次計画に沿って推進。平成１６年度
は、二小ほかの校舎耐震補強、屋内
運動場耐震補強工事等を実施
②　旧高幡台小学校を教育施設とし
て活用し、教育センターを開設。併
せて中央公民館の高幡台分室を開設
③　学校週５日制の対応事業として
基礎学力の向上に取り組む
④　学校ISOへの取り組みを試行
⑤　福祉と教育の分野を超えて、新
たなモデル事業（幼児園）を推進
⑥　図書館の開館時間延長
⑦　中央公民館及び中央福祉センタ
ーの改築構想に着手
⑧ （仮称）総合体育館の建設準備を
推進

３　ふれあいのあるまちづくり

①　地域の特色を生かした交流の拠

点づくりとして、多摩平の森ふれあ
い館、落川、新町（ミニ体育館）の
各交流センターを開設。南平西部の
地区センター開設を準備
�　上田地区センターの設置準備と
鹿島台地区センターのバリアフリー
化を実施

４　対等の立場で心のかようま
ちづくり

�　高齢者支援事業として、見守り
支援ネットワーク事業（在宅介護支
援、高齢者見守り支援、高齢者医療
・健康・介護２４時間相談）を推進
�　障害者の自立、共生を目指し
て、障害者施設の経営及び運営の安
定化を図る
�　児童発達支援として、希望の家
の増設等を実施
�　子育て支援制度づくりとして、
「ひのっ子すくすくプラン」を策定
�　待機児ゼロを目指して、民間保
育所等の新設と増設を支援
�　西部子ども家庭支援センターと
たまだいら児童館「ふれっしゅ」の充
実を図り、（仮称）みなみだいら児童
館の開設準備等、子育て支援を推進
�　男女平等推進センターを開設

５　だれもが健やかでいられる
まちづくり

�　「日野人げんき！」プランをさら
に推進
�　小児初期救急（平日夜間診療）
への体制の確立
�　女性なんでも健康相談事業やマ
ンモグラフィによる乳がん検診等で
具体的に女性の健康を支援

�　NHK健康フェアの共同開催事
業や感染症等健康危機管理事業等で
健康づくりの意識啓発を推進
�　パワーリハビリテーション事業
を自立支援事業と元気高齢者づくり
事業として拡充
�　医師会の協力を得た子育て支援
事業の検討・推進
�　高齢者の健康づくりとしてさわ
やか健康体操の充実を図る

６　住みやすいまちづくり

�　豊田駅北まちづくりとして、駅
周辺道路のバリアフリー化に向けた
調査を実施。あんしん歩行エリア道
路整備
�　日野駅周辺の整備事業を引き続
き推進

７　気軽に出かけられるまちづ
くり

�　ユニバーサルデザインのまちづ
くりを目指して、交通バリアフリー
基本構想の策定を推進
�　市内ミニバス路線の充実
�　丘陵地ワゴンタクシーにより丘
陵地の市民の利便性に配慮した運行
の拡充を図る

８　自然と人が共生するまちづ
くり

�　地域新エネルギービジョンを活
用するため、環境基本計画を見直
し、プロジェクト等の仕組みづくり
を推進
�　百草緑地、日野緑地など、貴重
な環境資源・財産としての緑地の取
得と保全を推進

９　安全で安心なまちづくり

�　児童・生徒の安全対策として学
校安全サポートチームがパトロール
を行うとともに、小学校に防犯カメ
ラを設置
�　市民生活の安全確保のため、生
活安全市内パトロールを実施
�　消防車輌・可搬ポンプの購入を
進め、消防団詰所器具置場の工事を
実施
�　道路点検隊による市内道路の点
検を行い、改善の必要個所の把握と
資料収集を図る。バリアフリー化な
どの検討を継続
�　放置自転車対策を高幡不動・豊
田・日野駅周辺で実施
�　特徴ある公園づくりと公園のバ
リアフリー化を市民とともに推進

１０　個性と魅力と活気のあるま
ちづくり

�　「新選組フェスタin日野」万願寺
メイン会場、日野宿本陣、ふるさと
博物館のにぎわいで市の元気回復を
推進
�　一番橋通り（都市計画道路３・
４・１４号線）の整備を引き続き推進
�　将来国道となる日野バイパス
（都市計画道路３・３・２号線）及
び四ツ谷地区立体交差線（都市計画
道路３・４・８号線）整備を引き続
き促進

�　日野市独自のまちづくり条例の
策定を推進
�　高幡不動駅舎建て替え及び自由
通路設置改修整備事業を促進し、商
店街などの活性化を図る
�　長引く不況に対応するため、若
年者雇用支援事業や緊急地域雇用創
出特別交付金事業などにより、市民
の雇用機会の拡充と促進を図る

平成１６年度主要事業

　

億
４
千　

万
円

４９７

１００

前
年
度
比　

・
２
％
増

１０

　

億
７
千　

万
６
千
円

４７１

６６２
前
年
度
比
５
・
５
％
増

平
成　

年
度
予
算（
案
）

１６

▲整備が続く日野駅前

▲日野バイパス（３・３・２号線。日野税務署付近）

ひ　の　びと

▲多摩平図書館（多摩平の森ふれあい館）

▲市民会館で行われたＮＰＯフォーラム


